
第６師団

師 団 長
統率方針

任
務
完
遂

陸上自衛隊 第６師団広報紙 や ま な み 令和４年９月号

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
９
月
４
日
宮
城
県

気
仙
沼
市
で
行
わ
れ
た
「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
写
真

展
、
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
支
援
し
ま
し
た
。

本
写
真
展
は
、
気
仙
沼
市
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
災
害
復
興
活

動
支
援
機
構
が
主
催
し
、
東
日

本
大
震
災
時
、
救
援
救
助
・
復

興
支
援
に
当
た
っ
た
自
衛
隊
・

警
察
・
消
防
等
か
ら
活
動
記
録

写
真
の
提
供
を
受
け
、
５
０
０

枚
程
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し

た
。
第
６
師
団
か
ら
も
東
日
本

大
震
災
の
活
動
写
真
を
１
０
０

枚
ほ
ど
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
南

相
馬
市
立
小
高
中
学
校
の
卒
業

生
が
、
そ
の
想
い
を
歌
詞
に
綴

っ
た
「
群
青
」
を
第
６
音
楽
隊

（
隊
長

濱
中
２
尉
）
の
３
名

（
田
中
３
曹
、
八
木
３
曹
、
永

澤
３
曹
）
の
隊
員
で
歌
い
会
場

全
体
が
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
在
日
米
陸
軍
軍
楽

隊
と
の
合
同
演
奏
で
は
、
両
音

楽
隊
が
調
整
を
重
ね
選
曲
を
行

い
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
「
上
を

向
い
て
歩
こ
う
／
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｉ
」
を
含
め
た
５
曲
を
演

奏
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

第
６
師
団
司
令
部
付
隊
（
隊

長

仙
波
３
佐
）
は
、
令
和
４

年
８
月
24
日
、
日
本
百
名
山
に

数
え
ら
れ
る
月
山
（
山
形
県
西

川
町
）
に
お
い
て
、
地
形
及
び

気
象
等
の
各
種
困
難
な
条
件
を

克
服
し
う
る
戦
闘
員
と
し
て
必

要
な
体
力
・
気
力
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
令
和

４
年
度
山
地
機
動
訓
練
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

隊
員
は
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

感
染
症
対
策
の
た
め
各
人
間
隔

を
保
持
し
、
山
地
機
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

山
地
機
動
は
「
志
津
（
姥
沢

小
屋
裏
）
コ
ー
ス
」
を
使
用
し
、

登
山
道
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作

戦
（
ゴ
ミ
拾
い
）
を
実
施
し
つ

つ
約
３
．
６
㎞
を
約
３
時
間
か

け
て
登
り
ま
し
た
。

鬼
頭
師
団
長
も
視
察
に
訪
れ
、

付
隊
隊
員
と
と
も
に
登
頂
し
ま

し
た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭

陸
将
）
は
、
神
町
駐
屯
地
に
お

い
て
、
令
和
４
年
８
月
30
日
に

「
令
和
４
年
度
師
団
広
報
担
当

者
集
合
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し

た
。師

団
広
報
班
は
、
隷
下
部
隊

の
広
報
担
当
者
に
対
し
て
、
報

道
対
応
・
取
材
対
応
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
要
領
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
教
育
す
る
と
と
も
に
、
写

真
撮
影
の
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
た
カ
メ
ラ
の
操
作
要
領
・

技
法
の
基
礎
的
事
項
を
実
習
し

ま
し
た
。

写
真
撮
影
技
術
の
実
習
で
は
、

第
20
普
通
科
連
隊
の
新
隊
員
教

育
隊
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
戦

闘
訓
練
の
様
子
を
西
訓
練
場
で

撮
影
を
し
ま
し
た
。

撮
影
終
了
後
、
他
隊
員
が
撮

影
し
た
写
真
を
お
互
い
に
確
認

し
、
被
写
体
の
位
置
や
距
離
を

変
え
る
こ
と
で
全
く
違
っ
た
写

真
が
撮
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

第
６
師
団
（
師
団
長

鬼
頭
陸
将
）
は
、
９
月
４
日
宮
城
県

気
仙
沼
市
で
行
わ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
写

真
展
、
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
山
地
機
動
訓
練

第
６
師
団
司
令
部
付
隊

令
和
４
年
度
師
団

広
報
担
当
者
集
合
訓
練

第
６
師
団

入
隊
当
初
は
、
救
急
救
命
士

を
取
得
し
た
ら
退
職
し
て
、
一

般
の
医
療
現
場
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
普
通
科
部
隊
の
唯

一
の
衛
生
科
職
種
で
あ
る
衛
生

小
隊
で
勤
務
し
、
第
一
線
で
戦

う
部
隊
に
と
っ
て
、
い
か
に
衛

生
科
部
隊
と
の
連
携
が
大
切
で

あ
る
か
、
ま
た
そ
の
隊
員
を
救

う
こ
と
の
難
し
さ
、
救
う
任
務

を
受
け
現
地
に
向
か
う
隊
員
の

重
責
な
ど
を
考
え
た
と
き
、
こ

ん
な
に
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

は
な
い
と
思
い
、
自
衛
隊
で
の

勤
務
の
継
続
を
決
め
ま
し
た
。

や
り
が
い
の
あ
る
職
場
だ
か

ら
こ
そ
当
然
、
体
力
や
精
神
面

な
ど
鍛
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

面
が
多
々
あ
り
、
知
識
も
深
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幹
部
候
補
生
と
し
て
幹
部
の

あ
る
べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

普
通
科
部
隊
と
常
に
行
動
を
共

に
す
る
唯
一
の
衛
生
科
職
種
部

隊
の
隊
員
と
し
て
、
第
一
線
部

隊
に
お
け
る
衛
生
運
用
に
関
わ

る
現
状
や
諸
職
種
部
隊
と
の
協

同
、
地
域
及
び
自
治
体
と
の
連

携
な
ど
、
様
々
な
問
題
点
を
一

つ
で
も
多
く
解
消
・
改
善
で
き

る
よ
う
に
努
め
、
衛
生
科
部
隊

を
牽
引
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第４４普通科連隊本部管理中隊

幹部候補生 陸曹長 岡田 杏奈 ( 救急救命士 )

式
機
動
支
援
橋
を
構
築
す
る
架

橋
陸
曹
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。０

７
式
機
動
支
援
橋
は
、
補

給
幹
線
の
維
持
を
目
的
と
し
た

橋
梁
で
す
。
車
両
６
台
（
架
設

車
１
両
、
ビ
ー
ム
運
搬
車
１
両
、

橋
節
運
搬
車
４
両
）
か
ら
構
成

さ
れ
、
車
両
を
操
縦
し
橋
節
を

誘
導
し
て
、
繰
り
返
し
作
業
す

る
こ
と
で
橋
梁
が
構
築
さ
れ
ま

す
。私

の
任
務
は
、
車
両
を
操
縦

し
橋
節
を
誘
導
す
る
こ
と
で
す
。

令
和
４
年
２
月
に
宮
城
県
女

川
町
で
行
わ
れ
た
宮
城
県
防
災

訓
練
に
お
い
て
、
機
動
支
援
橋

を
架
設
し
ま
し
た
。
雪
が
降
る

中
の
構
築
と
な
り
、
器
材
が
凍

っ
て
し
ま
い
、
お
湯
を
か
け
な

が
ら
架
設
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
前
の
部
隊
は
、
雪
が
降
ら

な
い
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
東

北
の
冬
の
厳
し
さ
を
克
服
す
る

工
夫
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

人
の
心
や
生
活
に
も
橋
を
架

け
る
よ
う
に
、
技
術
等
の
練
度

向
上
に
努
め
て
、
女
性
隊
員
の

活
躍
を
全
国
の
部
隊
に
発
信
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
平
成
26
年
に
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
第
44
普
通
科
連
隊
衛

生
小
隊
に
配
置
さ
れ
第
一
線
救

護
衛
生
員
と
し
て
の
勤
務
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
傷
病
者
に
対

す
る
救
護
活
動
を
主
任
務
と
し

て
各
部
隊
へ
の
各
種
衛
生
教
育

を
担
任
し
て
い
ま
す
。

第６施設大隊本部管理中隊

３等陸曹 永沢 咲妃（架橋陸曹）

私
は
以
前
、
他
駐
屯
地
の
施

設
大
隊
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
結
婚
後
、
夫
の
所
属
し
て
い

る
神
町
駐
屯
地
の
第
６
施
設
大

隊
に
異
動
し
、
同
じ
渡
河
器
材

小
隊
へ
の
配
置
と
な
り
、
０
７

第
６
師
団

副
師
団
長
（
奈

良
岡

陸
将
補
）
は
、
山
形
市

に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局

（
ラ
ジ
オ
モ
ン
ス
タ
ー
）
に
お

い
て
「
防
災
特
別
番
組
」
の
収

録
に
臨
み
ま
し
た
。

「
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
衛
隊

山
形
地
方
協
力
本
部
長
（
小
野

事
務
官
）
と
対
談
形
式
で
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

対
談
で
は
、
災
害
等
が
発
生

し
た
際
、
自
衛
隊
で
は
初
動
対

処
部
隊
を
指
定
し
、
災
害
発
生

か
ら
１
時
間
以
内
に
出
動
で
き

る
態
勢
を
整
え
て
い
る
こ
と
、

県
や
各
市
町
村
が
行
っ
て
い
る

防
災
訓
練
等
に
参
加
し
、
自
治

体
と
連
携
を
深
め
て
い
る
こ
と

等
を
紹
介
し
ま
し
た
。 山

形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

「

防
災
特
別
番
組

」
収
録

第
６
師
団

令
和
４
年
度
山
形
県
警
察
と
の
共
同
訓
練

第
20
普
通
科
連
隊

第
20
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

荒
木
１
佐
）
は
８
月
31
日
、
神

町
駐
屯
地
に
お
い
て
２
年
振
り

に
山
形
県
警
察
と
の
共
同
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
に
先
立
っ
た
訓
練
開
始

式
に
お
い
て
、
統
裁
官
で
あ
る

連
隊
長
が
「
相
互
理
解
の
促
進

」
「
安
全
管
理
・
健
康
管
理
」

の
２
点
を
要
望
し
「
山
形
県
の

郷
土
部
隊
で
あ
る
第
20
普
通
科

連
隊
と
県
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
山
形
県
警
察
の
共
同
対
処

能
力
の
更
な
る
向
上
を
期
待
す

る
。
」
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
警
察
車
両
が
自
衛

隊
車
両
の
先
導
を
行
う
緊
急
輸

送
訓
練
や
武
装
工
作
員
の
鎮
圧

訓
練
な
ど
を
実
施
し
、
相
互
連

携
要
領
を
確
認
し
た
。

９月2７日 現在

こ
れ
か
ら
も
第
６
師
団
（
神

町
駐
屯
地
）
は
、
そ
の
任
務
の

重
要
性
を
認
識
し
、
い
か
な
る

災
害
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
態
勢
を
整
え
て
い
く
所

存
で
す
。


